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総務省に入省後、自治財政局・自治税務局のほか高知県財政課長、さいたま市財政
局長などの勤務を経て、令和４年４月に福井県総務部長に就任。
令和５年８月には福井県初の女性副知事に就任し、「女性活躍推進チーム」や「ふ
く育推進チーム」のリーダーとして、福井の女性や子育て世帯が安心して一歩を踏み
出す勇気を持てるような環境づくりに先頭に立って取り組んでいる。
現在、小学生の子どもとともに赴任中。

仁愛女子短期大学を2019年3月に卒業。池田町役場に入庁し、7年目となる現在は教育委員会
事務局に所属。こども園の運営事務や文化協議会事務局、成人式の運営などを担当し、子育て
支援政策や文化振興に従事している。

仁愛女子短期大学を2014年3月に卒業。コールセンターで10年間の経験を積んだ後、バスケ
事業発足時に異動し福井ブローウィンズの広報スタッフとしてB3優勝を経験。フェス事業異動
後は岐阜県美濃加茂市で行われたONE PARK RIVERFESの初開催に携わった。現在は3児
の母として育児休暇制度を利用し子育てに奮闘中。

本学ホームページまたは

左のQRコードから事前

予約ができます。

定員に達した時点で締め切ります。
オンデマンド配信に関しては定員を設けません。
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閉会挨拶

澤崎敏文教授「授業設計」 

事例報告

お問い合わせ

定員：200名（対面）
参加費：無料（事前予約制）

仁愛女子短期大学 生活科学学科
TEL. 0776-56-1133（代表）
Mail. skagaku@jin-ai.ac.jp

パネルディスカッション

小川日子氏・西澤穂乃花氏
「仁短での学び・活かされたこと」

基調講演
鷲頭美央氏「活躍と両立を支える地域へ～
わたしらしく生きる力が福井の未来を創る」

開会挨拶・趣旨説明

開場

身土不二とは、石塚左玄の弟子が食育を広げる際に使用した仏教用語であり、人間の身体と生きる土地・自然
は一体であるという考えです。身土不二な学びには、地域に根ざした短期大学として、学生が地域で学び、地域
に合った人材に育ち、地域へ貢献する思いを込めています。エージェンシー（変化を起こすために、自分で目標
を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力）はOECDの学びの羅針盤における中心概念であり、生活科学
学科で身につけさせたい能力の一つです。本学の開学60周年を記念し、これまでの教育・研究活動の成果を
地域社会に広く発信するとともに、未来に向けた本学のビジョンを共有する機会とします。特に、地域との連携
強化や人材育成の重要性について改めて考える場としたいと考えております。

仁愛女子短期大学 開学60周年記念シンポジウム【生活科学学科企画】

地域で学ぶ探究のすゝ め 身土不二な学びでひらくエージェンシー
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小川 日子氏　池田町

西澤 穂乃花氏　株式会社オールコネクト
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